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企業の社会貢献活動

キラリ輝く！
児童委員活動

Ｐ４　（福）恩賜財団済生会神奈川県病院地域交流室の取り組み
　　　 ―地域に目を向け、つながりを創る実践

Ｐ10　子どもに笑顔を届ける　継続する社会貢献活動
　　　　神奈川トヨタ自動車株式会社

多様化する経営課題への対応
－社会福祉法人等への経営支援事業の取り組み－

特集
横浜市中区の第四地区南部
社協会長の水上涼子さん
（前列中央）と役員のみなさ
ん。
役員間の情報交換を密に、
支え合う体制を築き上げて
いる。
 【詳しくは12面へ】

撮影：菊地信夫

今月の表紙

Ｐ７　相模原市南区相模台地区民生委員児童委員協議会　寺久保加津美
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特 集

制
度
動
向
や
分
野
・
種
別
特
性

を
踏
ま
え
た
研
修
会

　

本
会
で
は
経
営
支
援
事
業
の
一
環
と
し

て
、
令
和
２
年
度
よ
り
、
経
営
者
部
会
会

員
法
人
を
対
象
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

取
り
入
れ
た
分
野
別
経
営
支
援
研
修
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
経
営
判
断
の
一
指
標
で
あ
る

簡
易
経
営
分
析
シ
ー
ト
を
用
い
た
分
野
共

通
の
研
修
会
を
基
礎
編
・
応
用
編
で
実
施

し
、
令
和
３
年
度
か
ら
保
育
、
令
和
４
年

度
か
ら
障
害
、
令
和
６
年
度
か
ら
高
齢
と
、

分
野
別
の
研
修
へ
拡
充
し
て
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
自
法
人
の
強
み
や
弱
み
を

把
握
し
て
経
営
状
態
を
知
る
と
と
も
に
、

他
法
人
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
自
法

人
の
経
営
課
題
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
高
齢
・
保
育
・

障
害
の
分
野
別
研
修
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
時
代
や
地
域
に
合
っ
た
経
営
を
考
え
る

　

高
齢
分
野
の
研
修
会
で
は
、
地
域
特
性

を
踏
ま
え
「
人
材
と
利
用
者
の
集
ま
る
施

設
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
「
事
な
か
れ
主
義

的
な
組
織
風
土
」
を
「
改
善
意
欲
の
高
い

組
織
風
土
」
に
変
え
て
、
経
営
の
効
率
化

を
進
め
た
事
例
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
営
理
念
に
法
人
固
有
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
考
え
方
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、

他
法
人
と
違
い
の
出
せ
る
ポ
イ
ン
ト
が
職

員
に
根
付
い
て
い
る
か
を
振
り
返
り
、デ
ィ

　持続可能な福祉サービスのために欠かせない福祉人材の確保、近年の物価高騰への対策、基本報酬改
定、利用定員の充足、施設の多機能化・老朽化への対応など、社会福祉事業を担う社会福祉法人等の経営
課題は、ますます多様化しています。また、社会情勢や制度動向の変容により、先の見通しや見極めの即
応性、法人の経営理念の発信も求められています。
　今回は、社会福祉法人等の安定した法人経営・施設運営をサポートする本会の経営支援事業について、
ご紹介します。

多様化する経営課題への対応
－社会福祉法人等への経営支援事業の取り組み－

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
今
ま
で
思
い
付
か
な

い
よ
う
な
経
営
改
善
の
事
例
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
」「
法
人
理
念
の
モ
ノ
サ
シ
を
活

用
し
て
、
人
材
育
成
を
進
め
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
保
育
現
場
の
経
営
課
題
の
発
見
と
分
析

　

保
育
分
野
の
研
修
会
で
は
「
法
人
の
成

長
の
た
め
に
経
営
者
層
が
取
り
組
む
べ
き

こ
と
」
を
学
ぶ
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
第

１
部
は
、
参
考
指
標
や
適
正
値
（
採
用
率

や
人
件
費
率
、
給
与
水
準
等
）
を
算
出
し

た
シ
ー
ト
に
基
づ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
交
え
、
数
値
か
ら
考
え
ら
れ
る
課
題
と

対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
に
向
け
て
、
近
年
の
人
事
労
務
関
係
の

法
改
正
や
就
業
規
則
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を
学
び
ま
し
た
。
相
談
事
例
と
し
て
、

管
理
監
督
者
、
持
ち
帰
り
残
業
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
自
法
人
の

取
り
組
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
経
営
状
況
を
数
値
化

し
て
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
」「
他
施
設
と

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
現
状
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、
特
に
他
施
設
の

取
り
組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
有

益
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

● 

障
害
分
野
に
お
け
る
持
続
可
能
な
経
営

管
理
と
職
場
環
境
づ
く
り

　

障
害
分
野
の
研
修
会
で
は
「
人
を
大
事

に
す
る
た
め
の
施
設
経
営
」
を
中
心
に
、

前
半
で
は
計
算
書
類
の
読
み
方
の
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
、
経
営
指
標
を
活
用
し
た
経
営

改
善
へ
の
着
眼
点
を
学
び
ま
し
た
。
後
半

で
は
「
心
理
的
安
全
性
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
「
働
き
や
す
い
職
場
」
と
は
何
か
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
考
え
、
各

施
設
で
の
取
り
組
み
を
共
有
し
ま
し
た
。

入
職
者
が
独
り
立
ち
す
る
ま
で
の
具
体
的

な
計
画
と
し
て
、
定
期
的
な
面
談
（
声
か

け
）
の
設
定
方
法
や
入
職
者
と
の
隔
た
り

を
無
く
す
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
組
織
全
体

で
取
り
組
む
必
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
経
営
分
析
と
人
事
管

理
の
両
面
で
有
益
な
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
」「
自
法
人
の
で
き
て
い
る
事
、
で

き
て
い
な
い
事
が
明
確
に
な
っ
た
」
な
ど
、

経
営
状
況
の
見
え
る
化
に
つ
い
て
、
多
く

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
次
年
度
の
研
修
会
に
向
け
て

　

い
ず
れ
の
分
野
で
も
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
自

法
人
の
経
営
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
他

法
人
と
課
題
を
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
の
取

り
組
み
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
に
は
、
事
前
希
望
に
よ
る

経
営
相
談
会
を
実
施
し
、
研
修
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
や
日
頃
の
経
営
課
題
・
疑
問

点
の
解
消
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
修
会
で
会
員
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

永
続
的
・
安
定
的
な
経
営
を
支
援
で
き
る
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よ
う
、
次
年
度
以
降
も
研
修
会
を
企
画
・

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

経
営
相
談
を
起
点
と
し
て

　

本
会
の
経
営
支
援
事
業
は
、
経
営
指
導

事
業
（
経
営
相
談
）
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
人
材
確
保
・
育
成
・
定
着
に
関
す
る

こ
と
や
イ
ン
ボ
イ
ス
に
関
す
る
会
計
税
務

の
相
談
、
災
害
時
の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
相
談
対
応
を

基
本
と
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
弁

護
士
や
税
理
士
、
公
認
会
計
士
、
社
会
保

険
労
務
士
な
ど
に
よ
る
専
門
相
談
に
つ
な

い
で
い
ま
す
。

〈相談者〉
WEBフォーム
メール

〈一般相談〉 〈専門相談〉

相談 調整

回答 回答

［専門相談］

  

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
事
例
を

Ｑ
＆
Ａ
と
し
て
ま
と
め
、本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
後
述

の
「
福
祉
経
営
支
援
レ
ポ
ー
ト
」
に
掲
載

し
て
い
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
も

公
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。「
ど
ん
な
こ
と

が
相
談
で
き
る
の
か
」
と
悩
む
前
に
、
ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相談フォームはコチラ

相談事例はコチラ

～経営相談事例～
Ｑ  社会福祉法人が資金運用を行う際の留意すべき点
Ｑ  通販サイトの利用に係わるインボイス対応
Ｑ  人件費率の抑制と人材確保に向けて
Ｑ  交替勤務制における申し送り業務のあり方
このほか、本会ホームページにて事例を紹介しています

　

ご
相
談
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
相

談
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
申
込
様
式
を
用

い
た
メ
ー
ル
相
談
に
て
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
や
社
会
福
祉
施
設

の
経
営
・
運
営
に
関
す
る
日
常
的
な
問
題

や
課
題
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

福
祉
経
営
支
援
レ
ポ
ー
ト
の
発
信

　

経
営
者
部
会
会
員
法
人
向
け
に
、
令
和

２
年
度
よ
り
法
人
経
営
・
施
設
運
営
に
必

要
と
な
る
情
報
や
最
新
の
福
祉
動
向
に
関

す
る
情
報
等
を
月
２
回
メ
ー
ル
に
て
配
信

し
て
い
ま
す
。

　

経
営
者
部
会
の
動
き
と
関
連
付
け
な
が

ら
、
本
会
各
部
所
で
実
施
す
る
研
修
案
内

等
も
行
い
、
県
内
の
動
向
等
も
含
め
た
総

合
的
な
情
報
の
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
発

信
す
る
内
容
に
よ
っ
て
は
、
専
門
家
か
ら

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
盛
り
込

み
、
情
報
の
深
掘
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

目
次
の
表
示
や
記
事
に
関
連
す
る
情
報
源

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
な
ど
、
必
要

な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

巡
回
型
経
営
支
援

（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
）

　

令
和
５
年
度
よ
り
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
法
人
を
訪
問
し
て
、
法
人
経
営
・

施
設
運
営
に
関
し
て
率
直
な
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
助
言
等
を
行
う
「
巡
回
型
経

営
支
援
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
地
域

性
や
法
人
特
性
を
踏
ま
え
、
地
域
で
の
存

在
価
値
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
顔
の
見
え

る
関
係
を
作
り
な
が
ら
意
見
交
換
を
行

い
、
課
題
解
決
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
の
整

理
や
助
言
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
で
は
、
分
野
別
経

営
支
援
研
修
会
参
加
法
人
や
こ
れ
ま
で
の

経
営
相
談
の
実
績
等
を
踏
ま
え
て
、
年
間

で
10
法
人
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
先
の
法
人
か
ら
は
「
じ
っ
く
り
と

話
が
で
き
て
、
自
法
人
の
優
先
的
な
経
営

課
題
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
」「
今
後

の
見
通
し
が
立
た
な
い
難
し
い
時
代
だ

が
、
全
国
的
な
デ
ー
タ
や
近
隣
法
人
の
取

り
組
み
事
例
に
基
づ
く
助
言
が
役
立
っ
て

い
る
」
等
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

社
会
情
勢
や
制
度
動
向
は
、
日
々
目
ま

ぐ
る
し
く
変
容
し
て
い
ま
す
。
日
常
の
課

題
か
ら
法
人
に
大
き
く
影
響
す
る
課
題
ま

で
、
幅
広
く
対
応
で
き
る
よ
う
、
会
員
の

皆
様
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
今
後
も

法
人
経
営
・
施
設
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
推
進
課
）

【本会経営支援事業の実績】
分野別経営支援研修会 経営相談 巡回型経営支援

［参加者］ ［相談内容］ ［対応回数］ ［訪問先］

高齢 ３法人３名 施設経営一般 ５件 12回 高齢 ３法人

保育 ６法人８名 会計・経理 ２件 ２回 保育 ２法人

障害 ６法人６名 入所者処遇 ３件 18回 障害 ２法人

合計 15法人17名 労務管理 ５件 13回 合計 ７法人

衛生管理 １件 １回

合計 16件 46回
※分野別経営支援研修会は令和６年度、経営相談・巡回型経営支援は令和５年度実績
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（
福
）恩
賜
財
団
済
生
会
神
奈
川
県
病
院
地
域
交
流
室
の
取
り
組
み

―
地
域
に
目
を
向
け
、つ
な
が
り
を
創
る
実
践

―「
地
域
交
流
室
」
設
置
の
経
緯

　

済
生
会
グ
ル
ー
プ
は
生
計
困
難
な
方

の
医
療
費
を
免
除
す
る
「
無
料
低
額
診

療
事
業
」、
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
方
に
対
す
る
訪
問
診

療
や
健
康
診
断
、
予
防
接
種
等
を
無
料

で
行
う
「
な
で
し
こ
プ
ラ
ン
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、地
域
に
目
を
向

け
、
住
民
の
「
健
康
に
関
し
て
気
に
な

る
こ
と
」
の
不
安
に
応
え
る
た
め
、
令

和
３
年
に
近
隣
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
協
力
で
、フ
ロ
ア
の
一
角
に「
な

で
し
こ
保
健
室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

な
で
し
こ
保
健
室
に
は
看
護
師
や
管

理
栄
養
士
が
携
わ
り
、
健
康
や
介
護
、

薬
に
関
す
る
相
談
、
嚥
下
体
操
や
介
護

予
防
イ
ベ
ン
ト
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
強

化
」
を
目
的
に
、
医
療
福
祉
相
談
室
に

「
地
域
交
流
室
」
が
設
置
さ
れ
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
は
独
立
し
た
部
署
と
な
り

ま
し
た
。

―
開
設
当
初
の
地
域
と
の
関
わ
り

　

主
に
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
区

内
の
六
角
橋
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、
六
角

橋
商
店
街
、
神
奈
川
大
学
等
が
協
働
し

て
、
認
知
症
の
啓
発
活
動
（
認
知
症
に

関
す
る
医
療
セ
ミ
ナ
ー
や
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
啓
発
ツ
ー
ル
の

作
成
等
）
を
実
施
す
る
「
オ
レ
ン
ジ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
地
域
交
流
室
と
し
て

参
画
し
た
こ
と
は
、
地
域
と
深
い
関
わ

り
を
作
る
転
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
病
院
の
送
迎
車
を
活
用

し
た
地
域
住
民
の
買
い
物
支
援
で
す
。

患
者
さ
ん
が
住
む
地
域
は
山
坂
の
多
い

場
所
が
多
く
、
医
療
福
祉
相
談
室
に
は

高
齢
に
な
り
買
い
物
に
困
っ
て
い
る
方

の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
折
し
も
当
院
で
は
透
析
患
者
の
送

迎
車
両
が
日
中
空
い
て
い
た
た
め
活
用

方
法
を
模
索
し
て
い
た
時
期
で
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
協
、
町
内
会

等
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
う
中
で
「
買
い
物
バ
ス
」
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
地
域
の
協
力
で
数
カ
所

の「
停
留
所
」を
作
り
、
少
し
遠
く
の
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
月
１
回

出
か
け
て
い
ま
す
。
買
い
物
バ
ス
は「
地

域
の
足
」
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

道
中
で
は
住
民
同
士
の
自
然
な
語
ら
い

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
の
よ
う

な
「
交
流
の
場
」
に
も
な
っ
て
い
る
の

で
住
民
の
健
康
保
持
に
も
つ
な
が
り
、

地
域
交
流
の
意
義
を
感
じ
た
時
で
し
た
。

―
現
在
の
地
域
交
流
室
の
取
り
組
み

　

地
域
交
流
室
の
活
動
が
病
院
本
部
か

ら
評
価
さ
れ
「
な
で
し
こ
保
健
室
」「
オ

レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
買
い
物
バ

ス
」
を
事
業
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

は
地
区
の
お
祭
り
に
健
康
相
談
等
の

ブ
ー
ス
を
出
す
な
ど
地
域
と
の
関
係
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
に
な
り
、
あ
る
銀
行
で
地
域
住

民
の
絵
画
展
を
み
た
と
き
、
院
内
で
も

住
民
の
作
品
を
発
表
で
き
る
場
を
作
り

た
い
と
思
い
、
院
内
に
「
ま
ち
の
美
術

館
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
か
ら

近
隣
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
高
校
の

ク
ラ
ブ
に
企
画
を
持
ち
掛
け
、
高
校
生

や
高
齢
者
が
作
成
し
た
絵
画
や
写
真
を

飾
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
来
院
さ
れ
る
方
、
院
内
ス
タ
ッ
フ

か
ら
だ
け
で
な
く
、
作
品
を
制
作
し
た

方
か
ら
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
た
め
に
心
が

け
て
い
る
こ
と

　

地
域
に
出
向
く
こ
と
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
良
く

す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
見
え

て
き
ま
す
。
患
者
と
医
療
者
と
い
う
立

場
を
超
え
て
、
住
民
の
困
り
ご
と
を
聞

き
、
病
院
を
活
用
し
て
人
や
団
体
を
つ

な
ぐ
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
な
れ

る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
生
ま
れ
た
活
動
が
長
く
続
く
よ

う
に
、
関
わ
る
人
た
ち
が
「
楽
し
く
」

で
き
る
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
で
す
。

　

１
９
１
１
年
（
明
治
44
年
）
の
明
治
天
皇
の
御
下
賜
金
を
基
に
設
立
さ
れ
た
済
生

会
グ
ル
ー
プ
は
、
東
京
に
本
部
、
40
都
道
府
県
に
支
部
を
置
く
、
国
内
最
大
規
模
の

社
会
福
祉
法
人
で
す
。
設
立
当
初
か
ら
、
医
療
を
通
じ
た
生
活
困
窮
支
援
や
身
寄
り

の
な
い
人
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
横
浜
市
神
奈
川
区
に
あ
る
済
生
会

神
奈
川
県
病
院
は
令
和
３
年
度
よ
り
地
域
交
流
室
を
開
設
し
、
地
域
住
民
へ
の
医
療

的
支
援
だ
け
で
な
く
、
地
域
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
域
交
流
室
長
の
鎌
村
誠
司
さ
ん
に
地
域
交
流
室
設
置
の
経
緯
や
、
現

在
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

室長の鎌村誠司さん。MSWの
経験から地域づくりの必要性を
痛感し、住民との関係づくりに
奔走している

病院の中にある
「まちの美術館」。
取材時は近隣の高
校写真部の作品が
飾られていた

送迎車を活用した
「買い物バス」
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和６年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ23-11315より抜粋〉

＜重 要＞

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

2024年10月26日～11月25日

●「誰でも通園」　月10時間制度化へ
　こども家庭庁は10月30日「こども誰でも通園制度
の制度化、本格実施に向けた検討会」において、保
護者らの就労要件を問わず、一定時間まで保育所な
どを利用できる「こども誰でも通園制度」につい
て、来年度の制度化に向けた実施方針を示した。生
後６カ月から満３歳未満の未就園児が対
象。令和６年度から段階的に実施する自
治体を増やし、令和８年度からは全国で
実施することを目指している。

●小中の不登校　過去最多34万人
　令和５年度に不登校だった小中学生が前年度比1
6％増の34万6482人で過去最多を更新したことが10
月31日、文部科学省の調査で分かった。全児童に占
める割合は3.7％だった。不登校の増加は11年連続
で、30万人を超えるのは初めて。新型コロナウイル
ス禍による生活の乱れや、無理に通学さ
せる必要はないとする価値観の広がりが
増加の影響と見られている。

●県　救急車、迷ったら「＃7119」
　県は、急な病気やけがで救急車を呼ぶか迷った際
に、看護師などが電話で24時間365日相談に応じる
短縮ダイヤル「＃7119」を11月１日から県内全域で
始めた。看護師が病気やけがの状態を聞き取って、
緊急性の有無などを判断し救急車の要請について助
言したり、夜間・休日に受診できる医療
機関の案内も行う。これまでは横浜市内
で実施していたが、県内全域に広がった。

●27都道府県　単身世帯40％超
　国立社会保障・人口問題研究所が11月12日発表し
た都道府県別世帯数の将来推計によると、2050年に
は全世帯に占める１人暮らしの割合が27都道府県で
40％を超えることが分かった。65歳以上の高齢者が
１人で暮らす割合は、32都道府県で全世
帯の20％を上回る。地域社会で孤立や孤
独を生まないよう支え合う体制の整備が
課題となる。
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このコーナーでは、子育てや障害、
認知症・介護当事者等の目線から、
普段の暮らしに役立つ「おすすめ」
なものを紹介します。

このコーナーでは、子育てや障害、
認知症・介護当事者等の目線から、
普段の暮らしに役立つ「おすすめ」
なものを紹介します。

折り紙やシール、テープ
なども用意されている　

　今年も早いもので、年末、そしてお正月がやっ
てきます。親子で過ごす時間が増え、何か一緒に
楽しみたいときは、ものづくりに挑戦してはい
かがでしょうか。
　そこで今回は木の温もりを感じられる木工体
験、美しく舞う雪に癒されるスノードームづく
り体験ができる２カ所の施設をご紹介。どちら
も手ぶらで OK。親子で夢中になれ、思い出の時
間になること間違いなしです。

親子でものづくり体験を楽しもう

〈連絡先〉 〒214-0011　川崎市多摩区布田24-26
　　　　 TEL 044-945-8662　FAX 044-944-3009
　　　　 URL  https://mamaton.jpn.org

 今月は
⇨NPO法人ままとんきっずがお伝えします !

　今年で子育て支援活動31年目。お母さんたちが主体となって、親
子が集うサロン、グループ保育、一時保育、各種講座、産後サポー
ト、子育て支援センター、小学校での寺子屋事業、中学校での赤ちゃ
んふれあい体験事業などを運営。情報誌・単行本の発行物は45冊を
超え、一部は海外でも翻訳出版。乳幼児から小中学生まで幅広い子
育て支援により、地域の活性化を目指し、活動の場を広げている。

❖オリジナル木材キットを組み立てる木工体験
　神奈川県立21世紀の森（南足柄市）
　県立21世紀の森は、静岡県境近くの森林にさまざま
な散策路が整備されている自然公園。「森林館」の展
示室では、森林や林業について学べます。
　 「木材工芸センター」の木工体験（予約不要）は、
あらかじめカットされた木材キットを使うので、初め
てでも安心。ミニカーや小物入れ、本立てなど21種類
からつくりたいものが選べます。木工用ボンドや釘を
使って組み立て、小学3年生以上は糸のこにも挑戦！ 
つくり方を指導してくれるスタッフさんによると「木
工体験は子どもたちの想像力や工夫する力、根気を養
い、木と森のつながりを感じることで豊かな心が育ち
ます」とのこと。持参の絵の具で色を塗ったり、小物
パーツで飾り付けたりすれば、世界に一つだけの作品
の完成です。

❖小さな世界をつくりあげるワークショップ
　スノードーム美術館（横浜市）
　1889年のパリ万博で人気になったスノードーム。ス
ノードーム美術館では100年以上前につくられたもの
など3500点以上を収蔵展示。販売も行われています。
　土・日曜・祝日に開催されるワークショップ（要予
約）は、水とパウダーが入ったアクリル製スノードー
ムキットを使用し、ハサミを使える年齢から体験
OK。自分のイメージに沿って好みのフィギュアや小
物パーツを選んだ後、パーテーションに自由に貼り合
わせ、ドームのスリットに差し込んでつくります。
「一人で完成させるお子さんもいて、初めて見る一面
に驚かれる保護者の方も多いですよ」とインストラク
ターさん。スノードームの中のフィギュアがアクリル
と水のレンズ効果で大きく見える不思議にも子どもた
ちは目を輝かせます。

スノードーム美術館
〒220-0012 横浜市西区みなとみらい2-2-1
ランドマークプラザ４階
JR・市営地下鉄桜木町駅から動く歩道で徒歩5分
☎050-3479-8445 info@snowdome.gr.jp
11:00～20:00、1月1日休
※休みはランドマークプラザの営業に準ずる
　入館無料（ワークショップ参加費3900円）

神奈川県立21世紀の森
〒250-0131 南足柄市内山2870-5
御殿場線山北駅よりタクシー約18分
東名高速道路大井松田ICより約30分
☎0465-72-0404 Fax0465-72-2882
9:00～16:30（木材工芸センターの最終受付は15:30）、月曜・祝日
の翌日（土・日曜・祝日は除く）・12月28日～1月4日休
入園無料（木材工芸センター利用料200円＋キット代300～2000円）

人形などを飾れるミニチェア
とスマホスタンド。どちらも
釘で組み立てる

３歳くらいから木工用ボンドで
組み立てるキットを作成できる

自分の写真やフィギュアを
持参して使うこともできる

どちらの体験も、作品を完成させると達成感でいっぱい。正しい道具の使い方を子どもたちに教えながら、ものづ
くりの楽しさを親子で分かち合いたいですね。
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キラリ輝くキラリ輝く！ 児童委員活動児童委員活動～主任児童委員制度30周年を迎えて～～主任児童委員制度30周年を迎えて～

　相模原市南区相模台地区は、小田
急線「小田急相模原駅」の北西側に
位置しており、駅から約１km続く
サウザンロード相模台商店街は、多
くの人で賑わっています。
　私が代表を務めている子育てサロ
ン「わくわく南台」は、相模台地域
の民生委員児童委員と主任児童委員
の10名で実施しています。サロン発
足は平成18年２月で、今年で19年目
になります。平成29年には、市社協
から表彰状をいただきました。サロ
ンの開催は８月を除く毎月第３水曜
日午前10時から11時30分で、参加費
無料、いつもでも出入り自由です。
ハロウィンなどの行事のある月は簡
単な工作をしたり、親子で写真撮影
できるよう工夫しています。開催時
は、BGМを流し居心地の良い雰囲

気づくりを心掛け、最後に手遊び歌
で盛り上げるなど親子で楽しめる場
にしています。
　サロンのねらいは、子育て中の親
が子どもを遊ばせながら親同士でコ
ミュニケーションをとったり、ス
タッフと話したりすることで、ほっ
とできる居場所であることです。そ
のためには、サロンに参加する親子
やスタッフが気軽に楽しめることが
大切だと思っています。「わくわく
南台」には、単独で参加する親子が
多いのでサロンを通じて仲良くなり
「サロン以外でも集まっている」「自
宅以外でほっとできる居場所となっ
ている」などと言ってもらえると嬉
しくなります。また、民生委員児童
委員からは「定例会以外で民生委員
児童委員の先輩方と話せる場がな

「地域のつながる居場所」を目指して～子育てサロンを通じて～

　私が主任児童委員になったきっかけは、平成７年に小学校のPTA会長をしていた時、公民館
長から主任児童委員のお話を頂いたことです。過去に教員をしており、退職後は子どもに関わ
ることをしたいと思っていたのでお引き受けしました。主任児童委員制度発足の翌年でしたの
で活動は手探り状態で、民生委員児童委員と共に活動しながら、主任児童委員として何ができ
るかを考え、地域の保育園情報を収集し、情報紙を作成していました。
　現在は、民生委員児童委員のご協力のもと、子育てサロンの運営を中心に活動しています。

相模原市南区相模台地区民生委員児童委員協議会　主任児童委員　寺久保 加津美

人口
世帯数
子ども（15歳未満）

保育園・幼稚園
小学校
中学校
民生委員児童委員
うち主任児童委員

人

世帯

人

園

校

校

人

人

（令和6年10月1日現在。民生委員児童委員・主任児童委員は令和6年11月1日現在）

44,852
24,111
4,585

9
4
3
58
3

相模原市南区
相模台地区

地区の概況

かったので、サロン準備の間に色々
話すことができ、仲間づくりができ
てとても良かった」と言われます。
私もサロンを通じて、民生委員児童
委員の方々と話ができ、主任児童委
員活動の助けとなっていることが
多々あります。
　これからもサロンを通して色々な
つながりがより一層できるよう努め
たいと思います。

ママと一緒にハロウィン工作をしました
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去
る
11
月
７
日
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴

れ
に
恵
ま
れ
た
中
、
県
、
県
共
同
募
金

会
、
本
会
の
三
者
共
催
に
よ
り
、
永
年

に
わ
た
り
本
県
の
社
会
福
祉
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
た
た
え
る
、

第
71
回
神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会
を
、

県
立
音
楽
堂
（
横
浜
市
西
区
）
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
「
大
海
の
一
滴
」
を
心
に

　

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
を

　

第
１
部
で
は
、（
福
）
横
須
賀
基
督
教

社
会
館
理
事
長
の
岸
川
洋
治
さ
ん
に
よ

る
「
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
へ

－
地
域
住
民
と
と
も
に

－

」
と
題
し
た
記

念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

岸
川
さ
ん
は
、
戦
後
、
地
域
住
民
と

横
須
賀
基
督
教
社
会
館
が
協
働
で
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
い
て
き
た
横
須
賀

市
田
浦
地
区
の
実
践
を
紐
解
き
な
が
ら

「
地
域
に
暮
ら
す
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
ど
ん

な
状
況
に
置
か
れ
て
も
、
尊
厳
・
自
由
・

独
立
を
持
ち
続
け
、
地
域
社
会
の
一
員

と
し
て
留
ま
れ
る
地
域
で
あ
り
続
け
る

こ
と
。
そ
れ
を
成
す
の
が
社
会
福
祉
の

使
命
と
役
割
」
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　

岸
川
さ
ん
は
会
場
に
集
っ
た
受
賞
者

に
向
け
て
「
皆
さ
ん
の
歩
み
は
決
し
て

平
坦
な
道
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
困
難
な
仕
事
に
、
長
年
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し

ま
す
」
と
語
り
掛
け
、
同
法
人
の
会
長

で
あ
る
阿
部
志
郎
さ
ん
の
「
大
海
も
一

滴
の
し
ず
く
の
集
合
で
あ
る
と
い
う
思

い
に
立
た
な
い
限
り
、
福
祉
実
践
は
支

え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
が
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ

ム
の
理
念
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
紹

介
し
、
地
域
で
福
祉
の
実
践
を
行
う
と

き
、
変
化
は
一
朝
一
夕
に
は
起
こ
ら
な

い
が
、
粘
り
強
く
向
き
合
っ
て
い
こ
う

と
エ
ー
ル
を
送
り
、
講
演
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　

成
長
に
励
ま
さ
れ

　

喜
び
を
分
か
ち
合
う

　

第
２
部
の
式
典
で
は
、
神
奈
川
県
介

護
賞
、
か
な
が
わ
福
祉
み
ら
い
賞
、
神

奈
川
県
知
事
表
彰
、
神
奈
川
県
社
協
会

長
表
彰
及
び
感
謝
、
神
奈
川
県
共
同
募

金
会
会
長
感
謝
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し

た
。式典

の
最
後
に
、
本
会
会
長
感
謝
を
受

賞
し
た
（
福
）
春
光
学
園
三
和
こ
ど
も

園
園
長
の
松
本
美
津
江
さ
ん
が
、
全
て

の
受
賞
者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
子
ど
も
が
好
き
で
、
誰
か
の
た
め
に

な
る
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
か
ら
保
育
士
の
仕
事
を
選
ん
だ
と
い

う
松
本
さ
ん
。「
そ
の
思
い
だ
け
で
は
到

底
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

は
…
、
と
思
い
悩
む
日
々
も
あ
っ
た
が
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
、
そ
の
成
長
を

保
護
者
の
方
と
分
か
ち
合
う
喜
び
に
励

ま
さ
れ
て
き
た
」
と
、
30
年
以
上
に
渡

る
保
育
現
場
で
の
ご
自
身
の
歩
み
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

　

職
場
の
先
輩
や
同
僚
、
園
の
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
か
ら
の
支
え
に
対
す
る

感
謝
と
と
も
に
「
こ
の
仕
事
に
就
く
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
の
方
々
に
出
会
え
た

こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
の
方
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
地
域
の

子
育
て
支
援
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

の
た
め
に
努
力
し
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
、
挨
拶
を
結
び
ま
し
た
。

多
様
な
主
体
の
協
働
に
よ
る
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

―
第
71
回
神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会

　
「
や
ま
び
こ
」
の
よ
う
に

　
　
　
　

心
の
響
き
を
感
じ
て

　

同
じ
く
本
会
会
長
感
謝
を
受
賞
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
手
話
サ
ー
ク
ル

山
び
こ
」（
以
下
、
山
び
こ
）
は
、
川
崎

市
多
摩
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
58
年
に
活
動
を
開
始
し
た
山
び

こ
は
、
聴
覚
障
害
者
と
の
相
互
理
解
の

手
段
と
し
て
、
手
話
を
学
習
し
、
手
話

の
普
及
と
社
会
的
な
認
知
を
促
進
す
る

こ
と
を
方
針
に
、
関
係
団
体
行
事
へ
の

参
加
を
は
じ
め
、
小
学
校
の
福
祉
教
育

へ
の
参
加
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

大勢の受賞者が見守る中、各受賞区分の代表者の方々が
登壇し、表彰状、感謝状を受け取った

「これからもコミュニティ形成、福祉社会の
形成に向かって共に歩んでまいりましょう」
と話す岸川洋治さん

保育士の仕事への誇りを胸に
話す松本美津江さん
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動
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

山
び
こ
に
は
令
和
６
年
10
月
時
点
で

36
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
毎
週
火
曜
日

の
午
前
中
を
定
例
の
活
動
日
と
し
て
い

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
手
話
の
習
熟
度
に

あ
わ
せ
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
活

発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
っ

て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
名
に
は
「
や
ま
び
こ
の
よ

う
に
、
お
互
い
の
心
の
響
き
を
感
じ
あ

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
た

い
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た
方
々
の
地
域

福
祉
活
動
へ
の
想
い
を
引
き
継
い
で
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

代
表
の
小
川
幸
江
さ
ん
は
「
私
た
ち

の
メ
ン
バ
ー
に
は
聴
覚
障
害
の
あ
る
当

事
者
も
い
ま
す
が
、
障
害
と
い
う
の
は

一
つ
の
個
性
。
メ
ン
バ
ー
は
一
人
ひ
と

り
、
個
性
豊
か
で
発
想
が
面
白
い
。〝
支

え
る
・
支
え
ら
れ
る
〞
と
い
う
一
方
向

の
関
係
で
は
な
く
、
同
じ
立
場
で
手
話

を
学
び
あ
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
手

話
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

小
川
さ
ん
が
山
び
こ
に
入
会
し
た

き
っ
か
け
は
、
市
の
広
報
で
募
集
し
て

い
た
手
話
講
座
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら

で
し
た
。
活
動
歴
は
10
年
を
超
え
「
自

分
で
も
こ
ん
な
に
長
く
続
け
ら
れ
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
そ
う
で
す
が

「
手
話
は
魅
力
的
な
言
語
で
奥
深
い
」と

言
い
「
メ
ン
バ
ー
と
の
関
わ
り
が
心
地

よ
く
、
自
分
の
居
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

長
く
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
仲

間
が
い
た
か
ら
」
と
メ
ン
バ
ー
へ
の
感

謝
を
語
り
ま
す
。

　

小
川
さ
ん
は
、
地
域
の
福
祉
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ
っ
て

も
具
体
的
な
き
っ
か
け
が
つ
か
め
ず
に

参
加
を
迷
っ
て
い
る
方
へ
は
、
自
身
の

経
験
か
ら
興
味
や
関
心
を
広
く
持
つ
こ

と
を
勧
め
て
い
ま
す
。「
身
近
な
と
こ
ろ

に
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
あ
る
。
ま
ず

は
ど
ん
な
こ
と
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
１
５
１
３

名
・
１
４
０
団
体
の
皆
様
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

（
総
務
課
）

手話を共通言語に行われる山びこの定例
の勉強会は、いつもメンバーの笑顔が絶
えない
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子
ど
も
に
笑
顔
を
届
け
る　

継
続
す
る
社
会
貢
献
活
動

―
神
奈
川
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

―
社
会
貢
献
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

弊
社
で
は
、
昭
和
62
年
か
ら
様
々
な

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

社
会
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
企
業
と

し
て「
何
か
恩
返
し
を
し
た
い
」と
い
う

思
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
第
一

歩
が
、
児
童
福
祉
施
設
へ
の
ク
リ
ス
マ

ス
ケ
ー
キ
の
寄
贈
で
し
た
。以
来
、県
社

会
福
祉
協
議
会
の
協
力
も
い
た
だ
き
な

が
ら
今
日
ま
で
こ
の
取
り
組
み
を
続
け

て
い
ま
す
。
活
動
を
継
続
で
き
て
い
る

背
景
に
は
、
弊
社
の
「
続
け
る
こ
と
が

大
切
」
と
い
う
信
念
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
私
た
ち
が
営
業
活
動
に
お
い
て

も
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

―
ど
の
よ
う
な
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
か

　
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
寄
贈
に
加
え
、

交
通
安
全
教
室
や
盲
導
犬
育
成
の
支

援
、森
林
保
護
活
動
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
地

域
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
教
室
で
は
、
幼
稚
園
を
訪

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
道
路
を
渡

る
た
め
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
小
規
模
な
保
育
園
で
も
実
施
で

き
る
パ
ペ
ッ
ト
を
使
っ
た
新
し
い
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
活
動
を
通
じ
て
「
車
を
扱
う
企
業

と
し
て
、
事
故
を
一
つ
で
も
減
ら
し
た

い
」
と
い
う
思
い
を
形
に
し
て
い
ま
す
。

　

盲
導
犬
育
成
の
た
め
の
支
援
活
動
で

は
、
募
金
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
盲
導

犬
に
な
る
前
の
訓
練
犬
が
社
会
環
境
に

慣
れ
る
た
め
の
練
習
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
訓
練
犬
は
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン

サ
ー
ト
会
場
等
へ
の
立
ち
入
り
が
難
し

く
、
大
き
な
音
に
対
す
る
訓
練
が
十
分

に
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
令

和
６
年
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
リ
ハ
ー
サ

ル
の
場
を
お
借
り
し
て
訓
練
す
る
、
初

め
て
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
活
動
が
、
地
域
や
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
さ
ら
に
強
め
て
い
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
番
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は

盲
導
犬
を
連
れ
た
視
覚
障
害
の
あ
る
方

を
招
待
し
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
だ
け

で
な
く
、
他
の
観
客
に
対
し
て
、
盲
導

犬
も
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
て
い
い
ん
だ
、

と
い
う
気
付
き
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
へ
の
配
慮
も
私
た
ち
の

重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
電
動
車
の
販
売

利
益
の
一
部
を
森
林
保
全
活
動
に
寄
附

す
る
ほ
か
、
松
田
町
に
「
プ
リ
ウ
ス
森

木
会
の
森
」
を
設
け
、
お
客
様
と
と
も

に
森
林
に
ふ
れ
る
様
々
な
活
動
を
通
し

て
、
水
源
林
保
全
の
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

―
従
業
員
の
社
会
貢
献
活
動
へ
の
意
識

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

社
内
で
は
、こ
う
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を

通
じ
て
、従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
「
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
何
が
で
き
る
か
」を

考
え
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
か
ら
は
、
大
井
町
で
後
継

者
の
い
な
く
な
っ
た
棚
田
の
復
興
活
動

を
新
人
社
員
と
と
も
に
行
っ
て
い
ま

す
。
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
、
農
作
業

の
工
程
に
社
員
が
参
加
す
る
こ
と
で
地

域
の
課
題
に
触
れ
、
会
社
の
価
値
観
を

体
感
す
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

社
内
の
各
店
舗
に
は
こ
う
し
た
活
動

の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
周
知
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
見
た

社
員
の
中
に
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
い
う

言
葉
も
知
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

希
望
し
て
店
舗
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
室
へ

異
動
し
て
き
た
社
員
も
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
は
「
地
域
と

共
に
歩
む
企
業
」
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。
事
業
の
枠
を
超
え

て
、
福
祉
団
体
や
地
域
の
方
々
と
連
携

し
な
が
ら
、
地
域
社
会
全
体
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
社

員
一
人
ひ
と
り
が
誇
り
を
持
っ
て
働
け

る
企
業
を
目
指
し
、
活
動
を
深
化
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
み
続
け
る
中
で
、
社
会
へ
の
責
任
を
果
た
し
、
従

業
員
と
と
も
に
成
長
を
遂
げ
て
き
た
企
業
の
活
動
に
つ
い
て
、
神
奈
川
ト
ヨ
タ

自
動
車
（
株
）
の
皆
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

企業の社会貢献活動 共生社会づくりをすすめる、企業の“チカラ”

お話を伺った（左から）広報CSR推進室長の
椛島さん、門田さん、室長の渡辺さん

神奈川トヨタ自動車株式会社
設立：1939年 1月
横浜市神奈川区栄町7-1
https://kanagawatoyota.co.jp/

神奈川トヨタの職員がサンタク
ロースになったケーキの贈呈
式。ケーキの箱は神奈川トヨタ
限定デザイン

児童養護施設心泉学園で行われた「秋のわく
わくクラシックコンサート」は、神奈川トヨ
タが企画し、神奈川フィルハーモニー管弦楽
団を招いて実施した
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －16－53－ 5 階
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei. co.jp
URL http://www.yasue-sekke i.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

（広告）（広告）

役員会の動き

◇理事会＝11月26日（火）正会員の入会

新会員の紹介

【施設部会】
特別養護老人ホーム生田まほろば

本会主催の催し

介護の仕事はキライじゃない
人向けセミナー

最新の認知症ケアを学び、あなたの
経験をパワーアップ
介護福祉士等の再就労支援を目的
に、最新の認知症ケアを現職の介護
福祉士の実践、認知症当事者、家族
等の声から学びます。
◇日時＝①令和7年1月17日(金)
　②1月27日(月)③2月5日(水)
　④2月12日(水)⑤2月20日(木)
　各13時～16時
◇ 会場＝①～④大和市保健福祉セン
ター4階視聴覚室他⑤特別養護老
人ホーム　ル・リアンふかみ
◇対象＝介護職として介護施設等で
就労経験があり、介護に関する有
資格者または研修を修了した方
◇定員＝15名
◇受講料＝無料
◇申込方法＝URLより申込み
URL  https://forms.gle/pRixS
bBdnNPUMgeLA

◇申込締切＝令和7年1月14日（火）
詳細はHPで確認
HP  http://www.kfjc.jp/
◇問合せ＝かながわ福祉人材センター
☎045-312-4816 Mail jinzai@knsyk.jp

第81回母子福祉研修会

子ども虐待死の事例から学ぶこと
実際の死亡事例における対応の問題
点の分析や、支援者に求められる視
点について講師（和光大学 櫻井奈津
子氏）にお話しいただきます。また、
地域の社会資源の1つである母子生
活支援施設を紹介し、子どもの安全
が守られる社会の在り方を考えます。
◇日時＝令和7年2月10日（月）
　　　　14時～16時
◇会場＝横浜市社会福祉センター
　　　　4階ホール
◇対象＝民生委員・児童委員、保護
司、母子生活支援施設、福祉事務
所、保健福祉事務所、児童相談
所、女性相談所、その他関係機
関・団体の職員等
◇定員＝260名（先着）
◇受講料＝無料
◇申込締切＝令和7年1月17日（金）
詳細はHPで確認
HP   https://www.knsyk.jp/service/
keieisha-bukai/about/boshi

関係機関・団体主催の催し

公益財団法人三菱財団
2025年度助成金公募のお知らせ

第56回社会福祉事業並びに研究助成
◇総額＝約1億1,000万円
◇応募締切＝令和7年1月17日（金）
◇申込方法＝HPより申込み
HP   https://www.mitsubishi-
zaidan.jp

◇問合せ＝（公財）三菱財団事務局
☎ 03-3214-5754　FAX 03-3215-7168
Mail info@mitsubishi-zaidan.jp

第28回日本自閉症協会
全国大会ALLかながわ大会

英国から学ぶこと・今、私たちにで
きること
～NASが実現した「生きやすい」社会～
◇日時＝令和7年2月8日（土）12時～
17時30分、2月9日（日）9時30分～
16時
◇会場＝鎌倉芸術館大ホール
◇参加費＝1日4,000円、2日間7,000円
　（別途システム利用料330円）
◇定員＝1,500名
◇申込方法＝URLより申込み
URL https://x.gd/2hL3X
詳細はHPで確認
HP   https://www.autism.or.
jp/all-kanagawa2025/

◇問合せ＝日本自閉症協会全国大会
ALLかながわ大会事務局
☎080-8865-6637
Mail zenkoku.asj@gmail.com

寄附金品ありがとうございました

【県社協への寄附】古積英太郎
【交通遺児等援護基金】（株）エスホケ
ン、明治大学校友会横浜地域支部

【子ども福祉基金】（株）エスホケン、
脇隆志、明治大学校友会横浜地域
支部

【ともしび基金】古口玲斗、かまぶろ
温泉、石田隆、県立鎌倉支援学
校、（一財）光之村、県共同募金会
（トントン祭り募金）、明治大学校
友会横浜地域支部
　（匿名含め、合計14件379,424円）
【寄附物品】湘南弦楽合奏団
【ライフサポート事業】〈寄付物品〉
（N）セカンドハーベスト・ジャパン
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かながわ

情報

　一方、まだサロンに参加したこと
のない方もいます。水上会長は「広
く地域に対して周知するとともに、
個々に声をかけ続けることで参加す
るきっかけを作っていきたい」と今
後の意気込みを語ってくれました。

　昭和30年の設立以降、長きにわた
り地区社協活動を継続してきた四南
地区社協。役員や協力者の高齢化な
ど課題もありますが、自分たちが暮
らす本牧への想いを語り合い、地域
住民の声や実態にアンテナを張りな
がら、柔軟な活動を今日も続けてい
ます。

「サロンが出向く」新たなカタチ

　江戸時代の頃から人々が集住して
いた歴史あるまち本牧。山坂や階段
の多い住宅街と平地の商店街からな
る第四地区南部社会福祉協議会（以
下、四南地区社協）の活動拠点であ
る上台集会所（以下、集会所）は、
商店街沿いの交通の便が良い場所に
あります。
　一方、丘陵地の住宅街に住む高齢
者にとっては、限られた本数のバス
で移動して集会所に来ることが難し
く、ここで毎月実施している「ふれ
あいサロン」への行きづらさが課題
でした。
　四南地区社協の水上会長と４名の
役員、本牧原地域ケアプラザの職員
で今後のサロンのあり方について話
し合いをしていた中で「ふれあいサ
ロンに来られないなら、サロンが出
向けばよい」という話になり、令和
４年の夏から「移動サロン」を開始
しました。

　移動サロンという新たな取り組み
を始める上で、必要性の理解と場所
の確保が問題になりました。四南地
区社協の副会長で民生委員でもある
郡さんは「コロナの時期に高齢者と
お話をする中で、体力的・精神的に
も元気がなくなる様子が目に見えて
分かり、何とかしたいと思った」と
言います。地区社協活動と民生委員
活動を通して見えた社会的・地理的
な要因で移動困難な高齢者の現状や
課題、実施に向けた想いを町内会長
に説明し、共感、協力を得て実施す
ることができるようになりました。
現在は、70歳以上の方を対象に年５
回、町内会館、コミュニティハウ
ス、公園など毎回場所を変更しなが
ら行っています。

従来型サロンとの好循環が生まれる

　移動サロンを始めて２年が経過
し、水上会長は「初めて参加する方
が増えただけでなく、移動サロンに
参加したことがきっかけで、お友達
を誘ってふれあいサロンに来てくれ
たこともあります」と言います。そ
の上で「ふれあいサロンと移動サロ
ンで好循環が生まれ、地域住民同士
の新たなつながりづくりにも貢献で
きている」と活動の実感を語ります。

人情味溢れる本牧で生まれた「移動サロン」
～生きる気力は人とのつながり～ 
第四地区南部社会福祉協議会（横浜市中区）

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2024（令和６）年12月15日（毎月１回15日発行）
【編集・発行】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0825　横浜市神奈川区反町3丁目17-2　☎045-534-3866　Mail kikaku@knsyk.jp

（広告）

 バックナンバーは HPから
検索 神奈川県社協

ご意見・ご感想を
お待ちしています！

令和５年３月に公園で開催した移動サロンで
は、“役に立つ災害時の備え”をテーマにビ
ニール袋を利用した湯せんクッキングを実施

「明るく楽しく元気に」をモットーに活動
されている水上会長

第四地区南部社会福祉協議会は、
令和６年度の県社会福祉大会にお
いて優良地区社協として表彰され
ました。
大会の詳細は本紙8・9ページをご
覧ください。
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